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放射能汚染問題で２氏が講演放射能汚染問題で２氏が講演

子
ど
も
た
ち
を　
　
　
　

放
射
能
か
ら
守
る
た
め
に

放
射
性
物
質
の　
　
　
　
　

人
体
へ
の
影
響
、
そ
の
真
実

（第三種郵便物認可） ２０１２年４月５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）

今後の主な講習会予定

後期高齢者医療制度の
平均保険料ランキング

12～13年度の
平均保険料
（年額）

平均保険料の
値上げ額
（年額）

東　京 ９万4460円 7865円

神奈川 ９万560円 4836円

大　阪 ８万5171円 5493円

愛　知 ８万214円 4439円

福　岡 ７万9271円 4947円

宮　城 ７万5417円 2246円

　

面
談
に
応
じ
た
の
は
、
辻

惠
（
民
主
）・
松
岡
広
隆

（
民
主
）・
吉
井
英
勝
（
共

産
）・
宮
本
岳
志
（
共
産
）

各
衆
院
議
員
。

　

辻
議
員
は
、
西
成
の
生
活

保
護
登
録
制
問
題
に
つ
い
て

触
れ
、
橋
下
大
阪
市
長
は
、

誰
も
手
を
つ
け
な
い
と
こ
ろ

　

平
均
保
険
料
の
値
上
げ
額

が
大
き
い
の
は
、
東
京
の
７

８
６
５
円
増
で
、
年
間
９
万

４
４
６
０
円
。
前
年
度
と
比

べ
て
10
％
近
く
上
が
る
。
大

阪
の
値
上
げ
額
は
、
奈
良

（
５
７
５
２
円
増
）、
滋
賀

（
５
５
６
９
円
増
）
に
続

き
、
全
国
で
４
番
目
だ
。
年

間
４
０
０
０
円
以
上
の
値
上

げ
は
、
17
都
府
県
に
上
る
。

一
方
、
値
下
げ
と
な
る
の

は
、
岩
手
・
新
潟
・
福
井
の

３
県
の
み
。

　

「
後
期
」
医
療
の
保
険
料

は
、
各
都
道
府
県
の
広
域
連

合
が
２
年
ご
と
に
改
定
す

る
。
財
源
の
１
割
を
加
入
者

が
保
険
料
で
負
担
す
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
人
口
に
比
例

し
て
際
限
な
く
保
険
料
が
上

昇
す
る
。
民
主
党
政
権
は
09

年
の
公
約
で
「
廃
止
」
を
掲

げ
た
が
、
反
故
に
し
て
い

る
。

　

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

は
、
年
間
約
５
万
円
か
ら
６

万
円
程
度
（
基
準
額
、
全
国

平
均
）
に
値
上
げ
さ
れ
る
。

制
度
が
発
足
し
た
00
年
は
約

金
の
場
合
、
年
間
約
１
万
４

０
０
０
円
の
削
減
に
な
る
。

13
年
度
以
降
も
引
き
下
げ
を

検
討
し
て
い
る
。

　

医
療
・
介
護
・
年
金
の
負

担
増
と
い
う
〝
三
重
苦
〞
で

後
期
高
齢
者
の
生
活
悪
化
が

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

治
療
中
断
や
受
診
抑
制
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

３
万
５
０
０
０
円
だ
っ
た

が
、
３
年
に
１
度
の
改
定
の

た
び
に
負
担
増
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
。

　

政
府
は
、
物
価
の
下
落
に

応
じ
て
12
年
度
の
年
金
額
を

０
・
３
％
削
減
す
る
こ
と
を

決
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
年

度
中
に
０
・
９
％
減
ら
す
こ

と
を
予
定
。
月
10
万
円
の
年

に
手
を
つ
け
弱
者
の
見
方
を

装
っ
て
い
る
。
維
新
塾
に
つ

い
て
も
「
歴
史
を
改
革
で
き

る
」
と
い
っ
て
弁
護
士
や
官

僚
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
述
べ
た
。

　

松
岡
議
員
は
、
歯
科
診
療

報
酬
の
単
価
が
低
い
中
で
人

材
が
育
た
な
い
な
ど
の
問
題

を
１
月
18
日
の
協
会
と
の
懇

談
で
聞
い
て
い
る
。
消
費
税

増
税
で
は
、
す
べ
て
を
対
象

に
し
な
い
よ
う
に
意
見
し
て

い
る
と
述
べ
た
。

　

吉
井
議
員
は
、
橋
下
大
阪

市
長
の
政
治
手
法
に
つ
い

て
、
高
い
支
持
率
の
も
と
露

骨
な
独
裁
市
政
に
対
抗
す
る

た
め
に
は
、
橋
下
市
長
の
本

要
請
議
員
一
覧

【
面
談
】
衆
院　

民
・
辻

惠
、
松
岡
広
隆
、
共
・
宮

本
岳
志
、
吉
井
英
勝

【
秘
書
対
応
】
衆
院　

民

・
稲
見
哲
男
、大
谷
啓
、大

谷
信
盛
、熊
谷
貞
俊
、樽
床

伸
二
、
辻
元
清
美
、
中
川

治
、中
野
寛
成
、長
尾
敬
、

長
安
豊
、萩
原
仁
、樋
口
俊

一
、平
野
博
文
、
藤
村
修
、

村
上
史
好
、
森
山
浩
行
、

渡
辺
義
彦
、
自
・
谷
畑

孝
、西
野
あ
き
ら
、松
浪
健

太
、
柳
本
卓
治
、
社
・
服

部
良
一
、
無
・
中
島
正
純

参
院　

民
・
梅
村
聡
、
尾

立
源
幸
、
藤
原
正
司
、
前

田
武
志
、
自
・
北
川
イ
ッ

セ
イ
、
谷
川
秀
善
、
公
・

白
浜
一
良
、
山
本
香
苗
、

共
・
山
下
芳
生

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

質
を
ど
の
よ
う
に
訴
え
て
い

く
か
、
意
見
の
違
い
は
あ
っ

て
も
共
闘
し
て
当
た
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

　

宮
本
議
員
は
、
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
に
全
力
で

反
対
す
る
意
思
を
表
明
し
た

上
で
、
衆
議
院
で
予
算
案
が

通
過
す
る
見
通
し
な
ど
国
会

情
勢
を
説
明
。
持
参
し
た

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」

の
実
現
を
求
め
る
患
者
署
名

（
請
願
署
名
）４
４
５
筆
の
紹

介
議
員
を
引
き
受
け
た
。
そ

の
他
、
吉
井
議
員
に
８
０
０

筆
、
山
下
芳
生
参
院
議
員

（
共
産
）
に
３
９
９
筆
の
合

計
１
６
４
４
筆
を
託
し
た
。

　

ま
た
、「
３
・
３
近
畿
総
決

起
集
会
」
で
、
来
賓
挨
拶
し

た
辻
・
宮
本
両
議
員
と
、
メ

生涯研修講座生涯研修講座

※会場・Ｍ＆Ｄホール、会員３千円、未入会者１万円
◇４月22日（日）午前10時～午後１時
　 「接着ブリッジ―最小限の生体侵襲による効果的な少数歯
欠損補綴法」

　矢谷博文氏（大阪大学大学院歯学研究科教授）
◇５月27日（日）午前10時～午後１時
　「痛くない歯科治療―無痛治療、無痛麻酔」
　佐藤宏氏（愛媛県新居浜市開業）
◇６月17日（日）午前10時～午後１時
　「動かして治す顎関節症」
　松本憲氏（大阪大学大学院歯学研究科准教授）
◇７月22日（日）午前10時～午後１時
　「矯正をめざすＧＰのための診療ノート」
　土屋雅文氏（神戸市開業）
◇ 10月21日（日）午前10時～午後１時
　「開業医に必要な薬の基礎知識」
　末松基生氏（明和病院歯科医長）
◇11月18日（日）午前10時～午後１時
　「外傷歯の治療」
　中原寛和氏（近畿大学医学部口腔外科准教授）

社保講習会社保講習会

※会場・Ｍ＆Ｄホール、会員無料、未入会者１万円
◇ 第１回　６月２日（土）午後６時～８時
　初・再診料、医学管理、検査・画像診断、処置、在宅
◇ 第２回　７月21日（土）午後６時～８時
　手術、歯周疾患、歯冠修復・ブリッジ、有床義歯
※ 講師は社保研究部講師団、持参物『歯科保険診療の研究
（2012年４月版）』

＊＊＊講師紹介＊＊＊
チェルノブイリ原発事故後、ベラルーシ
で子どもの甲状腺がん治療に従事。
NHK「プロジェクトＸ」で紹介された。
04年から現職。

＊＊＊講師紹介＊＊＊
放射線の安全管理が研究テーマ。02年か
ら放医研放射線安全研究センター長、05
年に同理事を経て、08年から現職。京都
大学教授。

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
吉
井
議

員
、
服
部
良
一
衆
院
議
員

（
社
民
）、
前
田
武
志
参
院
議

員
（
民
主
）、
山
下
議
員
に

は
、
同
集
会
へ
の
出
席
・
賛

同
へ
の
礼
状
と
集
会
の
基
調

報
告
、
採
択
さ
れ
た
集
会
ア

ピ
ー
ル
を
手
渡
し
た
。

４
９
３
円
上
昇
し
、
高
齢
者

の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。

　

歯
科
分
野
で
は
、
地
域
の

歯
科
健
診
や
訪
問
歯
科
事
業

を
支
援
す
る
口
腔
保
健
対
策

費
を
４
割
も
削
減
し
た
。
橋

下
前
知
事
時
代
か
ら
歯
科
予

算
の
切
り
捨
て
傾
向
が
続
い

て
い
る
。

　

松
井
知
事
の
予
算
案
は
、

医
療
を
社
会
保
障
で
は
な
く

産
業
と
し
て
捉
え
、
公
的
責

任
を
矮
小
化
す
る
姿
勢
が
際

立
つ
。
こ
れ
で
は
医
療
・
歯

科
医
療
の
改
善
は
望
め
ず
、

福
祉
や
府
民
生
活
の
後
退
は

避
け
ら
れ
な
い
。
予
算
編
成

の
抜
本
的
な
転
換
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。 

（
お
わ
り
）

を
計
上
し
た
。
り
ん
く
う
タ

ウ
ン
を
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

拠
点
に
し
、
混
合
診
療
を
拡

大
実
施
す
る
方
針
。
会
見
で

は
、「
自
由
診
療
を
も
っ
と

規
制
緩
和
し
、（
中
略
）健
康

産
業
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た

い
」と
あ
け
す
け
に
語
っ
た
。

　

一
方
で
、公
的
医
療
に
は
、

厳
し
い
予
算
査
定
を
繰
り
広

げ
た
。
福
祉
部
提
案
の
後
期

高
齢
者
医
療
の
保
険
料
軽
減

策（
約
22
億
円
）は
、
松
井
知

事
が
全
額
カ
ッ
ト
を
指
示
。

12
年
度
の
保
険
料
は
平
均
５

　

混
合
診
療
を
先
駆
け
て
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
中
身
を

詰
め
て
い
き
た
い
―
―
。
予

算
案
の
公
表
会
見
で
、
記
者

か
ら
特
色
を
問
わ
れ
た
松
井

一
郎
知
事
は
、
医
療
特
区
の

推
進
を
一
番
に
挙
げ
た
。

　

予
算
案
で
は
、
重
点
事
業

と
し
て
「
国
際
医
療
交
流
の

拠
点
づ
く
り
」
に
10
億
円
超

　

２
０
１
２
年
度
予
算
案
が
衆
議
院
本
会
議
で
通
過
す

る
中
、
協
会
は
３
月
８
日
、
保
団
連
主
催
の
国
会
要
請

行
動
に
参
加
し
、
消
費
税
増
税
の
中
止
や
、
税
と
社
会

保
障
の
「
一
体
改
革
」
の
撤
回
、
安
心
し
て
受
け
ら
れ

る
医
療
の
実
現
な
ど
を
大
阪
選
出
の
衆
参
議
員
を
中
心

に
要
請
し
た
。
下
井
戸
昭
介
副
理
事
長
、
森
啓
・
中
西

幹
夫
両
理
事
、
古
田
光
行
・
宮
本
辰
雄
両
監
事
が
参
加

し
た
。

　

75
歳
以
上
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

が
、
４
月
か
ら
44
都
道
府
県
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
大
阪
で

は
、
平
均
で
年
間
５
４
９
３
円
増
の
８
万
５
１
７
１
円
と
な

り
、
東
京
・
神
奈
川
に
次
い
で
３
番
目
に
高
額
。
介
護
保
険

料
の
値
上
げ
に
加
え
、
年
金
削
減
ま
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
全
国
で
批
判
が
高
ま
っ
て
い
る
。

後期高齢者医療制度 国会行動

44都道府県で保険料値上げ
大阪は全国ワースト３ 辻惠議員（民主）

松岡広隆議員（民主）

吉井英勝議員（共産）

宮本岳志議員（共産）

「
一
体
改
革
」の
撤
回
求
め

消
費
税
増
の
中
止
や
患
者
負
担
減
な
ど
要
請

菅谷 昭 氏
（長野県松本市長・医師）

高橋 千太郎 氏
（京大原子炉実験所副所長）

５月12日（土）午後２時30分～
会場・Ｍ＆Ｄホール
※主催・大阪反核平和医療人の会。
　参加無料

５月19日（土）午後２時20分～
会場・Ｍ＆Ｄホール
※保険医協同組合第42回総代会
　記念講演。参加無料

特
区
で
混
合
診
療

医
療
を
産
業
と
し
て
捉
え
る

参加申し込みは協会事務局までお願いします

※お申し込みは協会事務局（06-6568-7731）まで ※お申し込みは協同組合（06-6568-2741）まで


